
Title 財政経済評論
Sub Title
Author 浪速, 次郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1919

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.13, No.8 (1919. 8) ,p.1087(135)- 1102(150) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19190801-

0135

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


(

ー〇八六

)

雜
‘
錄
商
法
：

i
：

決
批
評 

節
一
ff
i

に
於
て
沿
哲
五
十11

條
第
三
艰
を
除
外
す
る
こ 

S

を
©
れ
さる

へ
き
を
以
て
な
り
以
上
論
述
し
た
る

®
 

由
に
ょ
り
吾
人
は
本
判
決
を
以
て:1
E
鵠
を
得
た
る
も
の 

に
あ
ら
す
と
信
す

:

五
、
吿
知
義
務
ビ
旣
往
症:'
■

.i

、
商
法
第

四

西

，ニ
十
九
條
：
ー

1
於
テ
保
險
契
約
輿
若 

:

ク
：ぐ
被
保
險
者
ノ
告
知
ス
；へ
>

事
實
ヵ
重
製
ナ
ル 

ャ
否
ャ
ハ
客®
的
®
察

^
依
リ
決
定
ス
へ
ク
是
等 

v

者
ノ
主
觀
的
剑
斷
ユ
依
ル
へ
キ
モ
ノ
 
一一#
ス 

:1
、

苟
モ
被
保
險
者
ノ
既
往
症
ニ
シ
テ
性
質
上
生
命 

ノ
危
險
ヲ
惹
起
スy
二
足
ル
べ
キモノナ

ル
以上
 

ハ
保
險
契
約
漭
又
バ
被
保
險
者
—
於
テ
斯
ル
重
耍 

:
:'
ナ
ル
性
質
ヲ
有
ネ
ル
病
疲
ナ>

コ
ト
ヲ
覺
知
セ
，サ 

;v
壬
其
覺
知
セ
ル
：旣
往
睛
狀
ヲ
吿
知
セ
サル
ト
キ 

ハ
典
不
吿
知—
值
大
ナ
^
過
失
+ァ
ジ
ト
シ
テ
商
法 

第
四
西
ニ
十
九
條
ノ
適
用
ヲ
觅V
サルモノトス
 

-
(

S

3
計i

姻3
-

. 

第
八
撕 

一H
四 

剑
3tl
第
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£
當
な
る
：こS
は
疑
を
容
れ
す
と
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も
判
旨
第
一1
點
に
對
し
て
は
：賛
同
す
る
を
得
す
大
審
院
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の
見
解 
に.
ょ
れ
はg
ff
i
ln
!
か
®
要
な
る
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ど
を
覺
知
せ'
 

す
と
も
旣
往
症
.其
も
の
を
聲
知
す
る
以
上
は
之
を
吿
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せ
さ
る
へ
か
ら
す
若
し
之
を
吿
知
せ
^
る
と
き
は
不
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知
者
に
重
大
な
る
過
失
あ
り
と
云
ふ
を
得
へ
し
ど
爲
す 

も
の
な
6
然
れ
ヒ
も
此
見
解
は.H
當
に
あ
ら
す
旣tt
ff
i 

の
重
喪
な
る
こS
を
重
大
な
る
過
失
な
く
し
て
覺
知
.せ 

さ
る
場
合
に
何
故
其
吿
知
に
付
&
て
の
み
重
大
な
る
過 

失
あ
6
と
云
ふ
を
得
る
や
旣
往®
の
重
耍
な
る
乙

マ
し
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知
ぅ
又
は
重
大
な
る
過
失
に
ょ
り
て
知
ら
さ
り
し
場
合 

に
其
吿
知
に
付
き
て
過
失
な
き乙
ビ
は
あ
6

得
へ
し
ビ 

雖
も
過
失
な
く
し
て
旣
往.症
の
重
要
な
る
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を
知
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し
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合

に

吿

知
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付
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な
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さ
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吿
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な
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な
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無
は
重
幾
な
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症
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覺
知 

K
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も
の
に
付
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之
を
判
斷
せ
さ
る
可
ら
す
無
過
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に
て
知
ら
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り
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實
を
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けS
る
に
付
き
過
失
あ
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ふ
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な
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な
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な
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さ
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謂
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名
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豪
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設
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場
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附
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し
て
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納
し
、
又
一
方
新
聞 

紙
は
舉
つV

此
寄
附
行
爲
を
美
雜
ビ
し
て
#
稱
へ
他
の 

富
豪
が
之
に
倣
は
ん
こe
を
#
慂
し
て
ゐ
る
。
是
れ
は 

一
應
尤
も
な
る
こ̂

で
あ
る
。
市
當
局
者
は
鐘
に
公
設 

市
場
開
催
のW
叢
を
立
て
te
の
で
ぁ
る.
が
、
市
遂
事
會 

の
反
^
に
遇
ひ
て
、
典
計®
は
關
ょ
り
圓
に
葬
ら
れ
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細
K
救
濟
資
金
ビ
し
て
府
ょ
り
交
附3
れ
た
る
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蜜
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持
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つ
て
ゐ
る
今
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設
市
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と
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巨
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金
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納
す
れ
ば
、
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經濟

I

員
に
對
し
て
腰
を
强
く
し
て
公
設
市
場
を
無
理
矢
難
に
/ 

も
開
設
し
祉
會
政
策
の
實
施
上
東
京
市
が
是
れ
迄
双
京 

府
及
ぴ
大
阪
市
等
にi

を
輸
し
て
届
つ
た
ど
云
ふ
非 

難
を
ば
之
に
依
り
て
激
分: ^

て
も
緩
消
す
る
乙V」

が
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來
る
。
換
言
す
れ
ば
、

:

市
常
局
者
は
從
來
參
事
會
の
妨
一 

窖
に
，手
古
摺
つ
て
居
つ
た
の
で
あ
る♦か
思
說
け
ざ
6
し 

方
而
に
後
押
を
得
て
愁
肩
を
開
ひ
た
！
|

で
あ
る
。
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.又
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般

-1
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)人
の
立
» |

地
ょ
^

之
を
嫩
れ
は
、-
m

豪

と\ 

脱
稅
f

は
常
に
聯
想
せ
ら
れ
、::
:彼
等
の
佳
麗
壯
大
な
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宮
殿V

J

安
逸
臟
奢
の
生
活̂

は
脫
稅
.の
賜
で
ぁ
つ
て、
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彼
等
ば
各
.
々
其
の̂

に
應
じ
て
稅
金
を
納
む
可
&
國
民
一 

の
義
務
を
怠
れ
る
考
で
あ
る
ぜ
思
惟
せ
名
者
が
尠
ぐ
な 

S
:

常
今
に
於V

、
ニ111

:

の
富
豪
が
莫
大
な
る
私W

を

ば
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細
民
救
濟
事
業
資
金
ビ
し
て
提
供
す
る
は
戰
淨
に
依
り 

て
互
利
を
博
せ
る
在
來
の
豪
商
並
に
大
小
戰
爭
成
金
に 

.

對
す
る
反
感
嫉
視
に
基
ぐ
人
心
の
動
榣
を
^
多
少
緩
和 

す
る」

.の
効
果
あ
'
$

.可
き
:.
ビ

如

論

な

る

が

.爲

め

ヽ

都
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焚
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の
新
開
紙
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を
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美
推
槳
ず
る
は
固
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當
然
な
こ 

と
で
^
^
。

.
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し
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f

若

し
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設
市
場
、
葬
祭
場
、
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小
學
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政
策
を
實
施
す
る
こ
ぐ
し
が
絕
體
に
必
要
なる
も
の
で
あ 

る
ど
す
れ
ば
"

夫
れ
に
®

す
る
M

M

は
一
一
コ
§

豪
の
铬 

附

に

之

を

仰

が

、ず

し

て

!1
3
^
.
ヌ
は
市
偾
に
之
を
求
む
可 

&

,

で
は
ぁ
る
ま
い
か
。
市
が
若
し
私
立
學
校
又
は
私
立 

'慈
善
病
院
の
如S

財
圓
法
人
な
ら
ば
、其

の
辦
業
を
鑛 

腺
す
る
爲
め
に
、.
個
人
の
«
#
に
典
塞
を
求
む
る
は 

已
む
を
得
ざ
る
Z
ビ
で
あ
6
又
當
然
の
處
®

で
あ
る
ビ 

云
は
ざ
る
を
#

な
い
。
然
し
な
が
ら
、
市
は
必
要0
施 

設
に
對
す
る
資
余
ビ
し
て
税
金
を
徵
收
す
る
の
#
能
を 

有
し
て
ゐ
る
公
法
人
で
は
無
い
か
。
東
京
市
は
何
を
苦 

ん
で
救
濟
資
金
を
ば
市
税
に
依
ら
ず
し
て
哿
附
金
.に
之 

を

求

め

ん

-
す

る

の

.

.で
あ
る
か
。
斯
ぐ
云
ベ
ば
、
市
税 

の
#

徵
は
而
倒
な
る
手
數
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

宵
豪
.1.の
■.
.寄
附
金
.
.
.を

す

る

，は 
'深
，く
#

む
：.る
.

^

足
ら
.ず 

況
し
て
15
|

+

萬
圓
の
.| ?
#

が
市
の
金
庫
に
遊
ん
で
ゐ
：る 

に
も
拘
.
ら
f

'公
設
：
m

場
を
.
開
#
す
る

.Z.
^
能
は
ざ
る
事 

情
'
の

あ

る

今
：：：！

T '

は
無
い
.
か
ビ
反
駿
す
る
論
者
も
'あ
ら 

ぅ

.0
成

：程

市

税

の

新

課

.又
は
增
徵
に
對
しV

は
市
參
事 

.
會
及
び
市
會
の̂

^

を
經
た
る
後
©

に

踩

督

.官

廳

の

認 

可
を
婪
す
る
.の
で
あ
る
か
ら
容
易
な
業
で
：は
無
い
。
然 

し
な
が
ら
、
若
し
市
當
局
潜
が
或
特
種
の
救
濟
事
業
を 

絕
體
に
必
要
な
6
と
思
惟
す
る
も
、
典
の
財
源
に
窮
す 

る
年
せ
ぼ
、
如
何
に
煩®

な
孚
數
ビ
*
も
之
を
忍
ん
で 

增
赦
を
斷
行
す
，可
き
で
は
無
い
か
，。
如
何
ヾ
し
な
れ
ば

® ? 

豪
の
_
报
金
を
以
て
公
設
市
場
ヽ
葬
祭
場
及
び
小
學
校 

敎
員
住
宅
を
；建設
す
る
は
.一見®
だ
る
こ
せ
で 

あ
る
_が

如

く

な

，る

も

、

'

實
は
.

*

«々

弊
«
を
藤
す
處
れ 

が
^

る
か
ら
で
あ
る
。

予
@
身
は
公
：設
市
場
を

'東
京
市
に
設
け
る
こ
^
に
は 

反
對
で
あ
る
も
、
興
碰*
は
別
項
に.
說
明
す
る
激
り
.で 
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あ
る
が
ら
、
玆
は
ば
述
な
い
が
，
假
：り
u

f

豪
の
寄
附 

金
を
以
て
公I

职
市
場
を
開
く̂

ず
る
も
、
之
を
利J-
H

す 

る
者
が
#

な
か
ら
う
S

思
ふ
。
若
し
公
設
市
場
が
市
稅 

の
收
入
を
以V

開
い
た
も
の
あ
る
と
す
れ
ば
、rl
l

.

R
も 
>
1

大
手
を
振
つ
て
1

に
出
#

る
で
あ
ら
う
が
、
夫
れ
が 

I

一一
 

余
«

«

の
寄
附
#

に
依
b

て
建
設
せ
ら
れ
た
も 

.
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
自
負
心
の
强
き
潘
は
其
處
に
出
.入 

I

す
る
を
潔
し
ビ
し
な'S

で
あ
ら
う
。
予
は
寧
み
此
等
の 

者
.
が
多
か
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
る0
然
し
な
か
ら
、
若 

為

用

考

が
.
尠
な
け
：れ
ば
、.公
，設
市
場
は
頗
る
木
經
虜 

j

な
も
の
'
で
：あ
る
ど
云
は
ね
ば
な
ら

g
。

今

m

に
於
て
も 

旣
に
我
國
の
商
品
小
賣
制
度
は
不
經
濟
な
る
も
の
な
る 

ノ
に
、
觅
に
：此
上
餘
り
：利
用
せ
吃
れ
ざ
る
公
設
市
場
を
開 

く
こ
S

は

結

：局

夫

れ

丈

け

i

の
«

夂

に
®

る

。

又
、
之
を
利
用
す
る
少
數0
人
に
就
&
て
云
べ
ば
、

.1

私
人
の
寄'附
金
に
依
り
て
經.
營
す
る
公
設
市
場
は
'其 

利
用
者
の
品
性
を
瞪
落
せ
し
む
る
の
結
果
を
塱
す
る
こ

§
B
-
.
: 
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と
は
な
b 
f
tし
^
い
か
。
假
令
■
人
の
私
財
を
資
本
ミ
. 

す
る
も
、
若
し
寄
附
者
の
數
が
多
け
れ
ば
"
其
の
弊
害 

は
論
ず
る
に
足
ら
な
い
程
輕
微
で
あ
ら
ぅ
ビ
思
は
れ
る 

が
、
：
或
る
一
個
人
の
義
捐
金
に
侬
り
て
®
設
せ
ら
れ
た 

ぃ
る
市
場
に
て
安
偾
に
ロ
用
品
を
購
入
す
る
は
其
個
人
ょ 

り
施
米
を
受
く
る
ビ
猫
度
は
異
な
る
も
同
樣
の
心
®
作 

.
用
を
購m
^
R
A
へ
：る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
.
.
识
科 

公
設
市
場
の
利
用
に
依
り
て
市
民
が
精
神
上
蒙
る
惡
影 

響
は
到
底
典
利
用
に
：基
く
物
質
的
利
益
を
以
て
償
ふ
能 

は
ざ
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
：

又
、
：百
萬
圓
の
寄
附
金
に
て
建
設
せ
ら
る
、
葬
祭
場

.  

H

の

で

:*
る
。
此
葬
祭
場
は
細
民
の
爲
め 

に
結
婚
式
及
び
.葬
式
め
费
用
を
輕
減
す
る
目
的
を
以
て 

訐
鐵
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
ビ
德
べ
ら
れ
て
ゐ
な
が 

結
婚
及
び_

式
は
共
に
之
を
獎
»
す
る
必
恶
を
見
な
い

婚
禮
、
葬
儀
共
に
人
は
各
々
其
分
に
應
じ
て
之
を
行
ふ 

可

き

で

あ

る

.。

他

人

♦か
#
费
用
の
一
少
部
分
或
は
多
分

桀
八
號
‘1111八

 

四_

か
五
圓
を
補
助
す
る
こ
；と
を
_

出
づ.
る
.は
興
當
事 

者
を
侮
辱
す
る
も
の.
で
あ
る
。
ie
に
小
學
敎
員
に
*
ず 

る
長
屋
の
寄
附
を
市
が
受̂

ず

る
に
至
^
：

V

て
.は
實
に
沙 

汰
の
限
b
で
あ
る
ど
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
第
二
の
市 

|

民
を
敎
育
す
る
の1K
要
な
る
：職
責.
を

盡

し

つ

、
あ
る
學 

校
敎
員
を
し
て
慈
善
長
屋
に
居
住
せ
し
む
る
こ
ミ
を
以 

:
て
得
々w

せ
る
は
：何
事
で
あ
る
か
。
予
は
富
豪
が
生
活 

難
に
苦
し
め
る
小
學
校
敎
員
に
對
し
て
住
宅
を
無
料
又 

|

は
格
安
の
家
賃
に
て
提
供
せ
ん
と
す
る
義
俠
心
を
決
し 

一
て
非
難
す
る
者
で
は
勿
諭
な
い
。
予
の
慨
嘆
甘
ざ
る
を 

|
得
な
い
の
は
市
當
局
者
が
今

s

ま
で
學
校
敎
員
を
ば
生 

j
活
難
’ょ
b
救
ふ
爲
め
に
相
常
の
羊
段
を
採
る
こS
を
息 

\

た
り
遂
に
彼
等
を
し
て
其
屈
辱
を
甘
受
す
る
を
得
ざ
ら 

し
む
る
に
兎
ら
ん
ビ
し
て
ゐ
る
の
一
響
に
外
な
ら
ぬ
の 

で
あ
る
？

.
公
設
市
場 

:
:東
京
觀
に
'於
て
：は
®
ぐ
日
.用
品
の
、公
設
市
場
を
開.r
.

こ
と
に
爲6
郡
部
に
茌
b
て
は
府
が
旣
に
開
きfe.
る

市

余

は

：
一
囘
數
餞
、
十
數
錢
、
多
く
も
數
十
餞
で
あ
る
か 

場
を
ば
遞
倩
省
ょ
り
借
入
れ
る
低
利
資
金
を
以
て
增
設
ら
、
假
り
に
一
割
の
格
安
で
公
設
市
場
に
於
て
買
求
む 

す
る
の
計
金
が
あ
る
ど
云
ふ
こ
せ
で
あ
る
が
、
弗
し
て
る
に
し
て
も
、
其
の
差
は
僅
か
に
數
餞
に
過
ぎ
な
い
か 

幾
何
の
効
粜
を
擧
ぐ
る
を
得
る
や
は
疑
問
と
せ
ざ
る
を
.

ら
で
あ
る
。
大
阪
の
人
は
勘
定
高
い
が
故
に
、

ー
|5
1
の 

.
得
な
い
。
旣
K
開
設
せ
ら
れ
た
る
府
の
公
設
市
場
は
利
一
買
物
に
ニ
三
餞
に
て
も
節
約
す
る
こ
ど
を
得
ば
、
多
少 

用
者
が
頗
る
少
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
大
體
に
於
て
失

\

の
不
便
を
忍
ん
で
も
安
き
寶
店
.に
赴
く
こ
ビ
も
あ
ら
ぅ 

敗
砍
終
つV

居
る
と
湣
倣
す
可&
で
は
あ
る
ま
い
か
？
 

„
が
、
策
京
の
人
は
是
れ
位
の
差
で
は
動
か
さ
れ
る
も
の 

公
設
市
場
が
若
し
市
場x
b
も
三
四
割
も
安
價
に
日
用で
な
い
。
本
時
に.
於
て
す
ら
旣R
然
り
、
況
ん
や
勞
働_ 

品
を
販
賣
す
れ
ば
、
利
用
者
も
多
ぐ
爲
る
で
あ
ら
5
。

者
の
景
氣
の
良
さ
今
日
に
於
て
を
や
で
あ
る
。 

然
し
夫
れ
は
經
费
の
點
ょ&
、
又
商<

の
猛
烈
な
る
反
何
ほ
此
外
に
東
京
府
の
公
設
：市
場
に
は
一

一

三
の
缺
點 

對
の
厕
係
上
不
可
能
の
こ
で
で
あ
る
。
而
か
も
今

m

の

が

あ

つV
、

夫
れ
に
對
し
て
種
々
の
非
難
を
聞
く
の
で 

如
く
に
公
設
市
場
の
寶
價
が
僅
か
：に
.
市
僧
に
對
し
て.
五j

あ.
る
。
第1

.

に
公
設
市
場
に
て
は
小
賣
商
店
：の
如
く
に 

分
乃
至.一

割
位
の
開
き
を
，有
す
る
に
過
ぎ
な
.S

間
は
顧.

|

無
料
配
達
を
し
な
い
，で
最
低
一
囘
.五
餞
以
上
の
配
達
料 

客
がg
:

前
市
を
爲
す
の®
況
を
期
待
す
るt
と
は
出
來
を
徵
收
す
る
。
從
つ
て
五
中
錢
：以
卞
の
買
物
に
對
し
て 

な
い
。
何
故.
と
な
れ
ば
、
.
公
設
市
場
を
利
用
す
る
又
は
五
餞
の

.
配
達
料
を
支
拂
へ
ば
*
令
價
袼
が
 
一
*
安
く
ヒ 

利
用
す
可5
ホ
*
H
下
の
者
が
S

米
以
外
^
1
入
す
る
も
、
釗
厨
公
設
ユ
巾
場
の
質
物
は
小
實
商

&
ょ
b
も
高
く 

0.
用
品
、
例
へ
ば
味
噌
、
髒
油
、
荒
物
、
野
菜
等
の
代
付
く
こ

S
に.
な
る
。
勿
論

]®
質
^
が
0
身
に
て
!1
|
入
品

笫
十
3
卷
.

2
〇九

O

維
し
錄
財
政
經
濟
評
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を
：持
歸
れ
ば
差
支
な
い
_

で
あ
る
が
、時
間
、
他
の
用
達 

及
：び
虛
滎
心
の
關
係
上
、

此
■

帶

の

必

翦

は

一

■

*.
樣 

連
の
不
使
苦
痛
ぜ
す
る
所
で
あ
る
：。

文
？
公
歡
市
場
は_

^
^
を
!1
1
豸

な

ぃ

が

故

に
、
0 

锊
者
は
自
身
に
て.
買
出
に.
行
か
ね
ば
，な
ら
ぬ
。
.公
設
市 

塲.
の
近
徬
に
居
住
せ
る:
消
费.
者
に
耿
り
，て
は
此
事
は
.必 

ず
し
^
1
痛
で
は
あ
る^
い
が
：、

:

然

ら

ざ

る
者
に
取
b 

て
は
颇
る
不
便
な
る«
度-
で
あ
る
。
公
設
市
場
設
饋
の 

生
®

は

往

々

我

國

の
:#
!1
阳
聞
僩|度
を
.非

難

す

る

が

、 

暴
れ
ば
*._

す.
る
方
が
無
瑪
で
ぁ
る
。
女
中
を
使
役
せ 

6

0

の
奧
樣
は
R
本
の

IM
慣
上
平
常
着
に
て
外
出
す 

る
：こ
と
がW
來.
な

い

。
然
し
一
ー
コ

+
錢
戈
は
四
五+
ls 

の
質
物
を
爲
す
が
爲
め
に
、，31;
1

衣
服
を
改
め
て
外 

，出
す.
る
は
蹄
間,̂
金
の.
不
經
濟
で
あ
る
。
或
は
女
中
を 

へ
購
屢
員
S
し
て
派
遺
す
れ
ば
岛
い
で
は
無
い
が
と
云 

ふ
人
も
ぁ
ら
ん
が
我
國
の
女
中
に
は
品
秫
の
鑑
別
ヽ
價 

格
I:
對
す
る.
判
斷
等
.に
於
て
全
權
を
委
ね
得
る
能
力
を

第

八

號

一

四

〇

冇
し
て
居
る
者
が
殆
ん-̂
無
い
。
又
、
女
中
を
使
は
ざ 

る
家
庭
の.
主
«
は
賣
物
に
出
で
度
く
も
留
守
居
の
無
い 

こ
ビ
が
，あ

る

。
®
洋
風
の
家
屋
な
ら
ば
、
主
婦
が
外
出 

す
る
R
は
階
下
ニ
一
一
一
の
窓
を

^
じ
入
ロ
の
芦
に
錠
を® 

|  

く
れ
ば
£1
:
い
の
で
あ.
る
か
ら
ヽ
®
守
居
の
無
い
こ-yj

は 

外
：出
の
：妨
害
，に
は
な
ら
ぬ
が
、

日
本
風
の

-
家

屋

.
：に

て

ば 

留
守
居
の
無
い
場
合
に
は
、
外
出
の
都
度
十
數
枚
の 

月
を
；閉

ざ

、
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
不
便

.
が
あ.
る
。
殊
に
下 

|

級
民
の
間
に
は
主

.
婦
が
内
職
.を
爲
す
こ
と
が
多
い
が
故 

\

に
、
數
餞
の
節
約
を
行
ふ
爲
：め
に
公
設
市
場
に
每
H
fl
l 

一
掛
る
は
却
つ
て
不
經
濟
で
あ
る
こ
と
も
あ
ら
ぅ
。 

j
;
:

次
に
翁
：設
市
場
.に
於
け
る
版
寶
品
は
品
观
の
數
が
少 

\

き
が
故
に
、
希
鹽
通6
の
物
品
を
購
入
す
る
こ
と
能
は 

:

ざ
る
こ
ど
が
©
く
 
f
f
い
。
加
之
、
公

lpx
Tf
J
場
の
販
寶
品 

は
品
種
が
劣
等
で
あ
る€
の
’非
難
を
聞
く
。
品
稱
が
劣

つ
て
居
れ
ば
ヽ
縱
令
價
格
が
五
分
乃a

一

割

格

安

：
で

も

.、 

實
際
.
に
.
は
：安
殷
.
で
あ
る
S

云
'
ふ
.
之
rtが
出
來
な
い
。
.
：

又
、
公
設
市
場R
V
は
褂
寶
を
ニ
切
行
は
無
い
が
故 

に
、
月
給
取b
の
消
費
者
は
公
設
市
場
を
®
分
に
利
用 

す
る
Z
ビ

M
困
雛
で
あ
るo
勞
働
激
ヾ」

雖
、
月
：ニ
囘
に
賃 

銀
の
^
M
を
受
く
る
.者
は
平
常
現
金
を
所
持
し
て
ゐ
る 

i
が
少
な
い
。
夫
れ
が
爲
め
に
、
&_

市«

は
>1
下
^
 ̂

の
爲
に
設
け
ら
るS
も
の
で
な
く
しV

、
金
®
り
のa
' 

い
中
流
の
满
の
み
を
刹
す
るR
ih
ま
る
ミ
の#
»
を
加 

へ
る
潜
す
ら
あ'る
。
最
後
に
、
公
載
市
場
は
何

w

無
く
役 

所
風
で
あ
つ
て
、
購
買
者
の
氣
受
が
甚
だ
與
徼
な
い
。

： 

此
等
の
缺
點
を
列
擧
す
れ
ば<
て
、
：
吾
人
は
：決
し
て 

公
設
市
場
が
何
等
の
長
所
を
有
し

V

居
ら
：ぬ.
？
！

S

む
る 

者
で
は
な
い
。
公̂

市

場

^
於
て
定
む
る
價
格
は
云
は 

)

相
當
の
®
格
で
办
る
が
ら

 
> 
甚
の
近
檄
に
於
け
る
商 

店
が
法
外
の
高
價
を
以
て
物
品
を
販
寶
す
る
こ
ぢ
を
® 

防
す
る
の.
効
果
は
it
か
に
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
此
消 

極
的
利
益
に
對
し
.て
ほ
上
述
の
：種
.々

の
缺

K
あ
る
以
外 

に
、
公g

市
場
は
何
ほ
次
の
短
所
を
：有
し
て
ゐ
る
。
即 

第
十H
卷

(

rr
G
a

a
雜

，錄財政經爵論

ち
、
小
規
模
の
：公
設
市
場
を
ば
無
數
に
、
例
へ
ば
各
町 

毎
R
E
く
れ.
ば
、消
費
者
に
取
りV

は
使
利
で
あ
る'が
、
 

其
の
®.
*
味
小
寶
店
を
激
增
し
た
，

^
同
様
で
.あ
つ
て

 ヽ

國
民
經
濟
上
ょ
り.
觀
て
、
資
本
と
勞
カVJ

の•
浪
費
を
，職 

す
こ
ビ
に
爲
る
。
又
、
之
に
反
し
て
少
數
の*
■«

の 

公
設
市
場
を
設®
す
れ
ば
、
此
國K
經
濟
上..の.
*
失
は
、
 

幾
分
か
之
を
避
く
る>」

ビ
を
得
る
が
、
其
の
近
傍
に
居 

住
音
.る
比
轔
的
少
數
の

.
浪
費
者
の
み
を
利
す
る
.に
止
ま 

る
の
紙
毀
か
あ
る 

要
す
る
に
、
，®
洋
ヒ
我
國
、
殊
に
歐
米0 .
都
會
ど
柬 

京
市
.̂

は
事
情
が
異
な
つ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
歐
.洲 

諸
國
に
於
て®
双
せ
る
制
度
は
：必
ず
し
も
我
國
に
於
て 

之
を
摸
做
す
可&
で
あ
る
^
云
ふ
こ
は
出
來
な
い< 

少
く
も
東
京
市
'の
現
狀
ょ
り
，観
て
、
公
說
市
場
が
是 

.非
共
設
敕
す
可
き
程
の
有
用
な
る
も
の
な
る
が
帝
や
ぼ 

多
少
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な

S

。

衆
の
無
賞
輸
送

第
八
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絨
遨
院
は
從
來
米
の
輸
送
を
ば
貨
物
最
低
運
賃
率
の 

1

剡
七
分
”
に
て
取
扱
つ
て
焐
つ
た
の
を
朱
る
六
月

一 

H
ょ
り
之
を
一
一

1
割
引
に
改
め
た
の
で
あ
る
が
、
同
院
は 

今
®
地

方
在
米
の
廻
送

を

促

進

す

る

爲

め

に

、
，
七
月
一
一 

十

四n
ょ

シ

八
月
ニ
十
五
内
迄
米
を
全
然
無
賃
^

て
輸
一 

送
す
る
こ
ビ
に
な
：つ
た
。
何
ほ
其
期
間
後
は
苒
び
 
ー0 

七
分
減
の
特
定
率
を
適
用
す
る
ビ
の
こ̂
で
あ
る
。
此 

鏹
道
院
の
方
釙
は
云
ふ
迄
も
無<
原
內
開
の
米
價
調
節|  

策
の
一
で
あ
る
が
、
«
し
て
何
れ
丈
け
の
影
響
を
都
市
一 

に
於
け
る
米
價
に
及
ぼ
.す
で
あ
ら
ぅか
0 .
世
人
の
多
ぐ 

は
都
會
忙
於
け
る
米
惯
は
米
の
述
賃
に
相
當
す
る
丈
け
ノ
 

低
落
す
る
で
あ
ら
ぅ̂

考
へ
る
に
途
ゐ
なS

。然
ら
ば
、

ノ 

今
圓
鐵
道
院
の
免
除
せ
る
米
の
運
賞
は
一
石
幾
何
に
相
ノ 

當
す
る
か
。
左
表
は: 
一^|
を
匕
^
2£
十
斤
、

一
噸
を
ば 

鐡

道
院
の
規
辟
に
基
き
て
千

六
：！ h

i

九
十
三
斤
四
四
ミ
し/

て
予
の
訐
算
せ
る
米
の
通
常
連
賃
並
に
一
割
七
分
減
及 

び
三
削
減
の
率
を
示
す
も

.

の
'

で
あ
る
。，

(

伹
し
貨
取
貨
切

第

八

號一

四

ニ

极

を

標

準

と

す

る
o 

W

C
1
)

船

數

M
,

率

ー〇〇三

3
 

ニ〇

o

五〇
 

三〇
〇
六

1

,

四〇
〇
七三
 五〇

0

八四
 

六〇
〇
九

3£

平均
三〇
七五九

右
表
に
示
す
が
如
く
、
米
一
石
の
普
通
連
赁
は
五
十 

_

に
對
し
て
二
十一

錢
三
西
哩
に
對
し
て
六
十
一
餞
、 

六
百
哩
に
對
し
て
は
九
ナ
五
餞
で
ぁ
る
。
吾
人
は
米
の 

運
送
哩
數
が
實
際
に
平
.均
何
哩
に
爲
つ
て
居
る
か
を
知 

ら
な
い
が
、
假
卩
に̂

表
に
於
け
る
如
く
、
其
平
均
が 

約
三
西
哩
で
ぁ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
米
一
石
の
運
賃
は 

平
均
僅
か
に
約
六
十
錢
に
相
當
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

さ 

れ
ば
莕
し
此
推
算
に
大
過
な
しe
せ
ば
、
縱
^
，M
m
K 

が
何
等
の
割
引
を
衧
ば
中
ど
す
る
も
、
今
日
の
米
馈
を
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四

7
七

七

ふ

標
準
S
す
れ
ば
、
米
の
鐡
道
運
賃
は
米
價
の
約
西
分
の 

1

R
過
ぎ
ざ
る
低
率
で
あ
つ
て
、
殆
ん
ざ
問
題
ビ
爲
す 

に
足

ら

な
い
。

JK
-
1低
率
な
る
at
®

に
對

し

て
鐵
道
院
は 

六
：月|n

r

ょ
立
ニ
割
減
を
實
行
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る 

か
ら
、
先
'月
一
一
十
四
日
無
賃
輸
送
を
開
始
す
る
迄
の
米 

1

石
の
鐵
遒
述
赁
は¥_

四
十

：
一
餞
七
厘
で
あ
つ
た
。 

從
つ
て
、
其
差
は
僅
々
一
石
に
付
十
餞
位
で
あ
る
。
米 

馏
が
六
月一

日
以
來
の
割
引
政
策
に
依
り
て
、
殆
ん
ざ 

树
等
の
影
響
を■
ら
な
か
つ
れ
の
は
毫
も
怪
むR
足
ら 

な
い
。
今
囘
の
無
貴
輸
送
策
は
前
記
三
割
別
の
運
賃
即 

ち
平
均
一
石
に
付
四
十
一
錢
內
外
を
全
部
免
除
す
る
の 

で
あ
る
か
，ら

、
藉
し
都
市
に
於
け
る
米
價
が
其
免
除
に 

依
6
て
何
等
か

の
影
響
を
蒙
る
も
の
であ
る
ヾ
し
す
る
な 

ら
ば
、
其
程
度
は
，

I

石
に
付
四
十
餞
內
外
で
あ
ら
ぅ
。 

此
米
の
無
賛
輸
送：

が
發
表
に
爲
つ
た
先
月
二
十
三
日
の 

正
米
及
び
白
米
小
寶
値
段
は
二
十
ニ
日0
相
場
に
對
し 

て
*
の
如
く
、
正
米
に
於
て
は一
石
に
#
ー
一
十
餞
、
白 
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ば
六
十
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乃
至
八
十
錢
低
落
し
た 

正
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檩
準
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七
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右
表
に
示
す
が
如
く
、
ニ
十
三
：！
1
比
は
正
米
は
平
均

ニ
十
餞
ゝ
白
米
は
卒
均
七
十
四
餞
低
落
し
れ
が
、
白
米
の

下
落
は.
！1

三
日
間
の
磁_
米
の
低
落
に
對
し.
て1

時
に
：順

應
し
た
も
の
で
あ
る
和
&
、
其
下
落
全
部
を
ば
無
賃
輸

送
の
影
響
と
看
做
す
こS
は
出
來
な
い
。
又

•正
米
が
ニ

:

:
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錄財政經濟評論 

十
鐵
方
低
落
し
た
の
は
果
し
て
無
賃
輸
送
の
發
表
.
の
み 

に
基
ぐ
も
の
で.
あ
る
か
否
や
は
斷
言
出
來
な
い
が、
'

W 

發
表
が
此
位
の
影_

を
及
ぼ
ず
可
き
：は
當
然
で
あ
る
。

,

或
は
ニ
十I〗

I

以
後
に
以
て
も
冏
原
因
の
爲
め
疋
米
が 

.

與
に
ニ
三
十
錢
低
卞
す
る̂
着
做
す
こ
ど
を
得
る
。
然 

.
し
央
れ
位
が
限&
で
-«
あ
る
ま
い
炉
。
政
价
當
局
#
は 

無
貨
輸
送
は
八
月
二
十
五

m

ま
で
實
行
サ
ら
れ
、
興
後 

-

は
從
前
の一

割
七
分
減
の
運©
を
課
す
る
の
規
定
•で
あ 

る
か
ら
、
同
期
明
內
に
遥
れ
迄
寶If
ん
で
居
つ
た
農
家 

が
米
を
盛
ん
に
手
放
す
で
あ.ら
う
：̂
®
惟
し
て
居
る« 

で
あ
る
が
、
其
期
待
は
實
現
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
か
。

:

$

天
候
が
順
調
で
豐
作
の
見
込
立
て
ば
、
七
年
度
米 

は
勿
論
端
境
迄
に®
ん
に
市
場
に
提
供
せ
ら
る
、
で
あ 

I
ら
う
が
、
運
賃
の
關
係
の
み
に
依
り
て
農
家
が
投
資
す 

るV

し
は
思
は
れ
な
い
。
何
故̂

な
れ
ば
、1

割
七
分
減

の
運
赁
即
ち
平
均
ー
石
四
十
五
錢
の
鐵
道
輸
送
費
は
自 

下
の
米
價
に
比
し
て
頗
る
低
率
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

.
游
八
號.
1.1M

四

若
し.
農
家
が
米
價0
將
來
ょ
^v

打
算
し
て
&
W
す
る
を 

得
策
？
認
め
た
な
ら
ぱ
運
賃
が
假6
に
永
久
に
免
除
せ 

ら.
る
/
^」

し
て
‘
、.
貯
米
を
手.
放
す
に
違
ひ
な
い
。
劳 

し
又
之
に
反
し
て
、
米
價
が
倚
ほ

一

1
 

I

す
る
に
梢
違
な
：い
ビ
，思
ペ
ば
、
運
貨
復
舊
の
如
何
に
係 

ら
す
、
投
賣
を
行
は
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。

然
し
な
が
ら
、
吾
人
は
連
賃
の
免
除
が
心
理
作
用
に 

|

0
り

て
意
外
の
結
果
を
磁
す
るi
あ
る
可
き
を
記
憶
せ 

ね
ば
な
ら
ぬ
。

EI
1
ち
、
運
賃
がa
除
せ
ら
れ
た
ヾ
し
て
客 

觀
的
に
云
へ
ば
、
米
價
は
著
し
き
影
響
を
蒙
る
可
き
笹 

が
無
い
ど
思.
惟
せ
る
農
民
も
.、
他
の
農
家
が
左
様
に
は 

考
へ
ず
し
て
投
-M
す
る
こ
と
あ
り
得
る
を
惧
れ
、
人

に'  

\

先
じ
ご
貯
藏
米
を
持
出
す
の
結
粜
、
玆
に
投
賣
の
競
爭 

'
開
始
さ
れ
、
米
惯
が
一
時
暴
落
す
る
や
も
测b
難
い
。

■然
し
是
れ
は
一
時
的
現
象
た
る
に
止
ま
る9
八
刀
の
米

價
の
高
低
を
自
然
的
に
定
む
る
も
の
は
結
周
八
月
中
の

.

.
天
候
如
何
に

〕

存
す
る
■■:
(
>
:

、

.：

附
記
若
し
貨
物
.の
輸
送
に
何
等
の
費
用
と
時
間
寺
內
內
開
は
昨
年
外
米
管
理
な
る
も
の
を
實
施
し
て 

を
要
せ
ず
ビ
す
れ
ば
、
物
.價
は
各
地
方
間
に
於
て
圣
苦
干
の
指
定
商
人
を
し
て
外
米
を
輸
入
し
て
、
公
定
憤 

然
同
一
と
爲
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、

鐵
道
運
賃
は
貨
物
輸
送
費
の
一
部
分
に®
ぎ
ざ
る
こ 

€

を
記
憶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
且
つ
其
外
に
货
物
の̂ 

輸
に
は
相
當.
の
時
間
を
要
す
る
が
故
に
、
縦
令
米
.の 

鐵
道
蓮
賃
を
全
部
免
除
し
た
ヒ
.て
米
價
を
全
國
均
一 

に
爲
す
こ
ビ
は
出
來
な
い
。
加
之
、
假
办
に
今
回
地 

方
間
に
於
け
る
米
の
分
配
が
鐵
道
の
爲
め
に
多
少
妨 

害
せ
ら
れ
て
ゐ
る
す
す
れ
ば
、
そ
は
運
賃
ょ
.CN

も
寧 

ろ
货
車
缺
乏
の
罪
で
あ
る
。
從
つ
て
鐡
逍
院S
し
て 

は
米
の
運
賃
を
全
免
ずる
ょ
6

も
米
に
ft
*'
權
を
員 

へ
る
を
得
策S
す
るo
鐡
道
院
で
は
.極
力
米
輸
送
者 

の
便
宜
を
訐
る̂

云
ふ
こ
せ
で
あ
る
か
ら
、
或
は
夫 

れ
に
依>

て
米
價
の.
調
節
上
：運
賃
の
全
免
以
上
の
効 

梁
を
收
む
る
か
も
知
れ
な
い，0 

外

尜
の
官
營•

m
十

三

卷(

一
0
九

七)

雒

鲦

財

政

經

濟

評論

袼
に
て
販
賣
せ
し
め
、
夫
れ
ょ
り
生
ず
る
損
失
に
：對
し 

て
ー
石
に
付
五
圆
五
十«

の
補
1»
,
を

與

へ

る

の

方

法

を
 

I

採
つ
た
の
で
あ
る
が
、
現
內
間
は
此
制
度
を
廢
止
し
て 

\

邦
の
代
0
に
米
穀
の
輸
入
稅
を
ば一

ヶ
年
間
廢
止
し
、
，
 

\

外
米
の
輸
入
を
ば
自
然
の
成
行
に
任
せた

の
で
あ
る
。 

j

然
：る
に
、
先
月
米
價
が
異
常
に
暴
騰
し
た
爲
め
、
政
府
は 

I
,

遂
に
自
己
の
計
算
を.以
て
外
米
を
輸
入
し
、
損
失
を
顧 

I

み
中
之
れ'を
廉
賣
す
る
己
ビ
に
定
め
た
が
、
娱
し
て
幾 

I

何
の
効
果
を
齋
す
で
あ̂

ぅ
か
'。
外
米
を
ば
多
量
把
例 

™
へ
ば
五
百
萬
石
輸
入
し
て
、
之
を
小
寶
一
石
三
十
圓
位 

ノ

で
販
寶
す
れ
ば、_ 2

$

の
小
賣
相
場
は
四
十
圓
以 

.
下
は
低
落
す
る̂.
あ
ら
ぅ
。#.
し
外
米
を
小
賣
ー
否
三 

十
圓
に
て
'»
下
ぐ
る>
>
す
れ
ば
、
'
 
產
地
に
於
け
る
自
下 

の
外
米
相
場
に
で
は
政
府
の
損
失
は'.1

石
四
五
十
圓
に 

上
る
が
故
に
、
苦
し
政
府
の
取
极
高
が
五]?
與
石
に
.逡

笫八
铖、

S

SL
.
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す
る
ヒ
す
れ
ば
、
國
庫
の
負*
はi

ー
億11
1
に
も
上.
る
£ 

R
?
0
 

政
麻
H

逛
に
五
西
萵
石
も
輸
入 

.
:す.
る
こ
：̂
 は
轉

體

^
不
可
能
ビ
看
做
し
得
る
の
み
な
ら 

:
す
、
米
悄
調
節0
爲
め
に
今
日1
1億
圆
の
支
出
を
敢
行 

す

る
.Q
馨

暫
i>
が
如
き
こ
は
あ
り
得
な
い
。
政
府 

は
今
H
迄
靡
i

付
れ.
る
外
米
數
鸷
^
鄉
體
に
秘
密
亿 

しv

ゐ
；る•
が.
、坊
間
に
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
な
所
に
據
れ
.
ば
、

‘
其
§

が.
一M

十

碧
^
過
ぎ
な
い
ビ
云
ふ
こ
.ajV

"

あ 
...

る
。
^
し
^
し

^
然

办

と

ず

れ
^
ヽ
‘縱

令

政

府
力
^
全 

-
部
を.
ば.
ム
石
三-
十
圓
位
に
廉
賣
，す
る
ヒ
し
尤
も
、
米
價 

に
及
ぼ
す
其
影
響
の
微
獨
な
る
味
推
し
て
.知
る
可
き
で 

あ
る
。如
何
ビ
な
れ
ば
^

ー
十
萬
石
の
米
は
來
京
市
民
丈 

を
一
ヶ
月

||
9

支
へ
'得
る
に
過
ぎ
ざ
る
か
ら
：で
あ
る
。
さ 

れ
ど 
> 
若
し
政
f

進
ん
ヤ
外
米
商
に
依
々V

旣
に
® 

入
せ
ら
れ
、■又
は
近
々
+

に

輸

入

せ

ら

れ

ん
ヒ
し
て
ゐ

る
外
米
：の
1
&
.
:
ー

 
1首
篛
乃
茔
.
1
1
1首
海
右
の
“全

部

を

相

當 

饰

段

に

て

；
買

上

げ

之

.を

廉
.賣
ず
る
ヒ
•せ
.ば
、
.
米
僧
を
著

.
飨

八

號一

S
ハ

し
-

^

^

ぜ
し
む
る.，̂

：る
_

云
上
迄
も
な^;
。
M
r
u 

な
が
ら
、
政
府
の
損
朱
は
數
千
莴
圓
に
上

る
乙
ど
で
あ 

る
か
6

、
‘
果
し
て
當
厨
潘
栌
夫
れ
丈
け
の
^

心
を
有
す 

る
：か
杏
や
は
疑
問
ビ
せ
ざ
る
，を
得
ぬ

。

~

同

盟.
,H

 

.

迪

時.
同.
盟
罷
エ
於‘頻
繁

に

特

ば

れ
.
つ
、
あ

る

が

、
其 

の
主
な.
る
動
機
は
賃
錁
91
上
0
要
求
に
外
な
ら
ぬ
。
諸 

.純
職

，エ
，の.
ス
ト
ラ
ィ.
キ
が
束
京
市
に
於
て
先
月
中#

.

に 

激
增
し
歲
因
の1

は
東
京
商
_

會

議

所

が
七
月
上.
句 

に
發
表
し
た
食
科
品
市
熘
對
賃
銀
の
比
軟
表
に
之
を
求 

む
る
を
得
る
«
で
ば

な
い
か
と
思
ふ
。
左̂

は
此
ft
® 

表S
抜
萃
で
あ
る'"

年
食
料
品
市
似
指
數
赏
餅
指
數
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示
す
が
如
く 
f.
歐
洲
戰
：亂
勃
發
以
後
大
正

 ̂

年
0
末
迄
は
東
京
市
內H:

於
け
、る
食
料
品
の
市
價
ビ
ま 

鈒
ビ
は
雁.
行
，し
て1.

し
、^
間

：
の
：
差

は

論

.中

る

に

俎 

ら

ざ

る

.
程

度

で

ぬ

つ
.
.

た
が

S
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昨
年
春
期
以
來
食
料
品
は 

.

著
し
く
昂»

サ
る
も
、
賃
鍊
の
騰
貴
率
は
遠
く
之
に
及 

ば
ず
、
本
年
に
，入.
^
て
は
多
少
本
調'に
筏
し
た
が
、
何 

ほ
食
料
品
、の
市®,
は
貴
銀
■ょ
り
も
高
率
に
騰
貴
し
て
ゐ 

る
。
即
ち
_

戰.
の
’前
々
月
な
る
大
正
三
年
六
月
中
に
於 

け
る
食
料
品
市®
並
に.
賃

銀

を

：
i
〇
〇
f
す
れ
ば
、
本 

年
三
月
^
は
：前
者
は
一.
八
，九
、
後
者
は「

七
こ
ど
な
る
，
 

か
ら
、
' 食.
料
品
は
：賃
銀
に
：拔

0
1:
一；割
七
分
高
率
に'騰. 

貴
1.
た
乙.
：ぜ.
に
爲
為
？
是
れ
は
勿
論
營
然
：の
こ
斧
で
：あ 

る
。
質
銀
の■
貴
は
：
.
物.
®
の
：昂
騰
に
連
.
れV

發
生
す
る'
 

現
象
で
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る.
か
ら
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か
後
^
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後
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た
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て
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何
等
怪.
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も
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#
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前
記
食
料
：品

市
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賃
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沒
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龈
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斯
く
の
如
く
、
東
京
市
に
於
け
る
賃
鈒
膙
貴
率
が
物 

侦
膦
貴
率
に
及
ば
無
い
が
爲
め
に
、
賃
鈒
を
ば
里
に
引 

上ぐる必翦あは

I  j
三
年
來
吾
人
の
屢
々
聞
く
所 

の
議
論
で
あ
る
。
又
、
前
述
の
如
く
七
月
,
に
於
け
る 

同
脱
韻
エ
の
激
增
は
多
少
東
京
商
業
會
議
所
の
食
料
品 

對
貨
鈒
比

較

表
の
發
表
に
基

け

る
も
の
で
あ
る
と
課
め 

得
る
理
由
が
な
い
で
む
な
い0;
然
し
な
が
ら
、
吾
人
は 

©
鈒
の
膙
貴
率
が
食
料
品
の
騰
貴
に
及
ば
な
い
の
を
見 

て
成
ち
に
勞
働
漭
が
生
活
難
^
陷
っ
て
ゐ
る
と
推
斷
し
丨 

て
は
な
ら
ぬ
。
假
り
に、
或

る
期

間

內
に
食
料
品
の
市
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似
が
+

g
騰
貴
せ
る
：に.
も

拘

ら

す

、
赁
銀
は

僅
か
に
八 

刟
昂
騰
せ
る
に
過
ぎ#,
と
せ
ば
、
勞
働
潘
の
實
際
收
入 

は
結
局
一
一
割
程
減
少
じ
た
形
に
爲
り
、
勞
働
者
は
典
程 

度.
に
於
て
生
活
上
の
腿
逍
を
受
け
て
居
る
！

I

で
無
い
か 

ビ
云
ふ
人
も

あ
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が
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倍
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燈
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の
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等
も
あ
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が
、
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此
等
の
费
用
は
食
：料 

品
费
と
同
一
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s

t

も
增
加
す
る
も
の
で
は
無 

い
。
東
京
市
に
於
て
は
食
料
品
費
及
び
衣
服
®
は
戦
前 

に
比
し
て
一
一倍
以
上
に
騰
貴
して
ゐ

る
が
、
H

 

其
他
の
雜
費
は
平
均
：一一.三
割
の
騰
貴
を
告
げ
て
ゐ
る
に 

過
ぎ
なs

の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
縱
令
賃
鈒
の
騰
貴
が 

開
戰
後
食
料
品
に
比
し
て
ー
割
乃
茔
ー
一
割
劣
つ

.
て
ゐ
る 

に
し.
て
も
、
此
事
實
の
み
を
以
て
は
直
ちR
勞
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者
の 

生
活
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す
る
を
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夫
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貧
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給
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す
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於
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、
俸
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五
割
僧
加
す
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ば
、
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月
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も
同
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丈
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■

す
る
の
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す
る
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な
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所
で
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日
給
の
賃 

飯
を
受
く
る
所
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働
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々
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、
賃
銀
率
の
增 

減
ビ
月
收
の
增
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ど
は
必
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し
も
正
比
例
の
關
係
を
有 

し
て
は
居
ら
ぬ?
树

ぺ

ば

®
ま
一
日
一
圓
の
賃
銀
を
得 

て
居
づ
た
大
エ
の
日
給
が
今
日
 
一
_
八
十
餞
に
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し
た 

か
ら
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て
、其
.
大
工
の
一
ヶ
月
の
收
入
が
今
日
、
戰
前
に 

比
し
て
八
割
僧
加
し
て
ゐ
，る

>
>

云
ふ
こ
ビ

は
出
來
な
い 

如
何
ビ
な
れ
ば
ッ
假
り
に
，戰
#
前
其
大
エ
が
一
ヶ
月
平 

均
ニ
十
H
宛
仕
事
を
し
て
居
つ
たS
す
れ
ば
、
其
收
入 

はI,

ヶ
月
ー
一
十
圓
で
あ
る
が
、
最

近

-
ヶ
月
苹
均
二
十.. 

芄
日
勞
働
し
て
居̂

S
す
れ
ば
、
其
月
收
ゆ
四
十
五
圆
. 

に
上
る
が
故
に
、
賃
銀
は
八
割
丈
け
昂
騰
し
た
に
過
ぎ 

な
い
が
一
ヶ
月
の
收
入
は
十
二
劄
五
分
膨
脹
し
た

v
j

云 

ひ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
若
し
果し
て
然
-̂
ビ
す
れ
ば
、；
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戰
前
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て
+
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て
ゐ
4
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も
、
其
大
エ
は
尙
ほ
ニ
割
五
分
の
餘
裕
ヒ
布
し
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ゐ
る 
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得
る
で
は
な
い
か
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勿
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賃
銀
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が
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し 
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て
も
仕
事
が
苏
反
對
に
少
な
く
な
つ
て
居
れ
ば
、
月
收 

は
却
つ
て
減
退
す
る
に
至
る
可
き
で
あ
る
。
然
し
な
が 

ら
各
方
面
に
於
け
る
勞
働
者
.の
拂
底
は
目
下
仕
事
が
戰 

#
前
ょ
り
も
增
加
せ
る
を
龉
つ
て
居
る
で
は
な
い
炉
。 

又
、
同
服
罷
エ
の
多
く
が
資
本
主
侧
の
讓
步
に
依
ぅ
て 

解
決
を
吿
げ
或
は
吿
げ
ん
$
し
て
居
る
の
も
勞
働
の
需 

用
膨
脹
の
ー
證̂

着
做
す
を
妨
げ
な
い
。
從
つ
て
、
勞 

働
者
の
收
入
は
或
は
賃
銀
の
騰
«
«
以
上
に
增
進
し
て 

ゐ
るv

認
め
得
る
で
は
な
い
か
。
若
し
果
し
て
然
办
と 

せ
ば
、
單
化
賃
銀
の
滕
貴
率
が
物
價
騰
貴
率
に
及
ば
ざ 

る
の
ー
事
を
腧
據
ビ
し
て'勞
働
者
が
生
活
_
に
陷
つ
て 

居
る
に
相
違
な
い
と
推
斷
す
る
は
早
計
で
は
あ
る
ま

い

 

か
。
無
産
階
級
の
生
活
上
の
餘
裕
の
標
尺
と
も
看
倣
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こ
と
を
得
る
郵
便
貯
金
が
：開
戦
直
前
な
る
大IE
三
年
七 

月
末
に
は
！

一

億
圆
で
あ
つ
た
が
、
本
年
六
月
米
口
に
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六
億
圓
即
ち
戰
爭
中fc
l
l

1

倍
に
增
加
し
て
ゐ
る
の
を̂ 

て
も
勞
働
者
階
級
が
必
ず
し
も
生
活
上
大
な
る
脅
威
を
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受
け
て
居
る
ヒ
認
む
る
は
困
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で
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る
。

斯
く
云
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て
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予
は
決
し
て
勞
働
者
が
阆
妞
罷 

X
を
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る
を
非
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る
漭
で
は
無
い
。
同
盟
罷X
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>
勞
カ
の
贾
惜
み
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る
。
各
種
の
事
業
家
が
買 

改
又
は
賣
惜
み
に
依
か
暴
刺
を
貪
る
こ
と
於
殆
ん
ど
公 

然
に
許
さ
れ
で
居
る
今
日
勞
慟
著
が
少
し
く
勞

：

力
の
賣 

惜
み
を
行
つ
たvj

て
之
を
#
む
可
き
で
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職-  
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多
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の
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於
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つ
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あ
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利
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す
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理
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ぬ
，」
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。
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最
近
の
同
盟
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行
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®
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